
立川市立第七小学校 平成２３年度 学力向上を図るための全体計画

関係法規等

○学習指導要領

○東京都の教育目標及び基本方針

○立川市教育目標及び学校教育の指針

確かな力 やさしい心

個を輝かせ 社会のために

学校教育目標

人権尊重の精神に基づき、これからの社会

の変化に主体的に対応し、国際社会に貢献で

きる、心身ともに健康で人間性豊かな児童の

育成を目指す。この教育目標を達成するため

に、次のような児童像を設定する

○元気な子 ○考える子

○ねばり強い子 ◎思いやりのある子

個に応じた学習の推進

総合的な学習の時間の指導の重点

○「地域理解」「国際理解」「健康・福

祉」を共通課題として問題解決的な

活動を推進し、問題設定や解決の能

力を養う。

○調査・探求活動や表現活動を具体的

に位置付け、コミュニケーション能

力を高める。

○各学級の実態に応じた課題を追究

するフリープランを設け、教科で身

に付けた力を発揮させる。

体験的な道徳教育を推進する。

・学習環境の整備

て誰にでも分かりやすい指導を目指す。

本 校 の 授 業 改 善 に 向 け た 視 点

指導内容・方法の工夫

○指導計画に則り、読

み・書き・計算や技能

の習熟を図る場面や、

思考力や表現力等を

高める場面など、学習

の目的に応じた適切

な指導方法を実践す

る。

○少人数指導や、課題別

の学習、地域支援者の

協力を得た TT 授業

等、様々な指導形式で

個に応じた学習を進

める。

用する。

校内研究・研修の工夫

○言語力の向上を目指

し、「一人一人が自ら

の考えをもち、豊かに

表現し合う児童の育

成－話し合い活動を

通して－」をテーマに

校内研究を推進する。

○平成２４年２月１３

日に研究発表会を開

催し、児童の学びの実

態を検証する。（評価

規準の明確化と評価

方法の工夫、質問紙に

よる）

評価活動の工夫

○教科ごとに観

価の計画を立

ともに、目標及

と評価の一体

りながら個に

指導を行う。

○毎時の評価を

行い、次時に

る。

○各教科の年間

画と評価規準

者に公開し、理

る。
目指す児童像

○学習の基礎的・基本的な事項を身に

付けるとともに、意欲的に考え、豊

かに表現力し合う児童

○自らを大切にするとともに、他の人

も大切にすることのできる児童

○自己を生かし、友達と協力してより
よい集団生活を送る児童

特別活動の指導の重点

○望ましい集団活動を通して、責任感

や主体性、集団の中で自己を生かす

こと、相手を思いやること。

○学校行事やクラブ活動ではできるだ

け異学年の交流を位置付ける。
各教科の指導の重点

○読み・書き・計算等の基礎的・基本的

事項の定着（スキルアップタイム）

○問題解決的な学習や体験的な学習

を通しての思考力・判断力・表現力

等の育成

○少人数指導・TT 指導等を通しての
進路指導の重点

○体験活動や読書活動を通して、将来

へ夢や希望をもち、目標達成に努力

する態度を育てる。

○保育園・幼稚園や中学校との連携を

深め、児童のよさや可能性を伸ばす。
道徳教育の指導の重点

○全ての教育活動を通して人権教育

の推進を図る。

○指導計画に則り、充実した道徳の時

間を実施する。

○家庭・地域との連携を図りながら、
学校経営方針（学力向上にかかわる要点）

・教育課程の適正な実施

・校内研究・研修による授業力の向上

・特別支援教育の積極的な推進

・子ども・家庭・地域から信頼される学校づくりと教職員の資質向上
本校における確かな学力

学習指導要領の示す目標と内容を学習の

基礎基本と捉え、その定着を図る。

自ら学ぶ力を育むために、主に以下の点に

留意して指導にあたる。

・問題解決的な学習や課題別の学習、習熟を

図るための繰り返し指導や少人数指導等

を目的に応じて適切に実施する。

・子どもたちの活動場面を指導目標に応じて

意図的・計画的に設定して、自ら考え豊か

に表現し合う力を育む。

・ハンドサイン、話形、グループ学習などの

具体的な学習の手立てを校内で統一して

実践する。

また、学力を支える基盤として、「心身の

健康」「思いやりの心」を育む教育活動を重

視して総合的に指導に当たるとともに、特別

支援教育の視点を通常の指導の中に生かし
生活指導の重点

○各学年の発達段階に応じた基本的

な生活習慣の確立を図る。

○生活指導夕会や教育相談を有効に

機能させ、問題行動の早期発見と未

然防止に努める。

○保護者や地域との連携を図った取

り組みを行い、安全確保の体制をと
る。
点別評

てると

び指導

化を図

応じた

確実に

つなげ

学習計

を保護

解を得

家庭・地域との連携の工夫

○学校公開、授業参観、道

徳授業地区公開講座の

ほか、運動会、音楽会等

の学校行事への参加を

積極的に呼びかけ、学校

の教育活動への理解を

求めるとともに、改善へ

の意見を求める。

○保護者や地域の方々に

学習支援者として協力

を呼びかけ、児童への個

別指導に協力して頂く

とともに、各教員の授業

力向上に資する。
教育課程編成上の工夫

○朝の読書タイムを設

定し、全校で読書活動

に取り組む。

○朝のスキルアップタ

イムで国語・算数の基

礎的・基本的事項の定

着を図る。

○算数の少人数指導を

２年生以上で実施し、

基礎的・基本的事項の

定着を図る。

○金曜日の６校時を七

小タイムとし、個別支

援等の時間として活


